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白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

JA白山
（@530vzuic）

AプランAプラン BプランBプラン特 集 第14回通常総代会

（令和３年５月末実績参考）

組合員数  6,963名（団体含）

貯金残高 75,650百万円

貸出金残高 13,771百万円

長期共済保有高 1,919億円

購買品供給高 415百万円

販売品取扱高 46百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所

令和３年７月21日㈬
令和３年８月25日㈬　
JA白山  本店

■ お問い合わせ・お申込先 本店総務課　嶋田
■ 顧問税理士 税理士 本田　英夫（㈱アーマス）

要予約

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

午前９時～12時（基本30分単位）

定期貯金の 選べる

キャンペーン期間 令和３年７月１日木～８月31日火令和３年７月１日木～８月31日火令和３年７月１日木～８月31日火令和３年７月１日木～８月31日火

×店頭金利

2020倍
（年）

新規お預入金額
50万円以上

預入期間
１年

新規お預入金額
100万円ごと

預入期間
３年

1,000円分の
ＪＡ商品券
プレゼント
安心・安全でおいしい食材がたくさん！
よらんかいねぇ広場など
JA直売所やAコープでご利用いただけます

（上限20,000円分）

注意事項
・利息には20.315%の税金がかかります。
・金利上乗せの適用は、当初預入期間のみの適用となります。自動継続後の適用
金利は、自動継続時の店頭表示金利となります。万が一、中途解約される場合、
当JA所定の中途解約利率を適用いたします。

・市場金利および経済情勢の変化により、適用利率を変更させていただく場合が
ございます。

・キャンペーン定期は、スーパー定期に限ります。

注意事項
・この定期貯金は原則として満期前に中途解約することはできません。満期前に
中途解約するときは、JA商品券またはJA商品券相当額をご返却頂きます。

・当キャンペーンは店頭金利にてお取組となります。
・商品券については一部お取扱いできない店舗がございます。
・キャンペーン定期は、スーパー定期貯金（複利型）に限ります。
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所得
 増大

生産
 拡大

地域
 活性
地域
 活性

　
6
月
26
日
、
鶴
来
総
合
文
化
会
館
ク
レ
イ
ン
で
第
14
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
５
２
７
名
の
う
ち
５
０
６
名
が
出
席
。（
う
ち
３
０
４
名
は
書
面
に
よ
る
出
席
）
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
竹
内
文
雄
代
表
理
事
組
合
長
は
、
令
和
2
年
度
事
業
に
つ
い
て
、
世
界
的
な

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
様
々
な
分
野
で
制
限
を
受
け
、
国
内
の
農
業
・
農
協
を
取
り

巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
美
川
地
区
で
２
年
３
作
体
系
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
麦
作
の

単
収
増
大
と
直
接
支
払
い
交
付
金
に
よ
り
農
業
者
の
所
得
増
大
・
農
業
生
産
の
拡
大
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
報
告
。
ま
た
、
直
売
所
事
業
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
家
庭
内
食
の
増
大
に

よ
り
売
上
高
が
前
年
比
1
1
0
％
10
億
7
千
万
円
と
な
っ
た
こ
と
や
、
農
業
と
食
糧
の
理
解
促
進

の
た
め
、万
全
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
と
り「
親
子
稲
刈
体
験
」や「
農
業
祭
り
」を
実
施
し
た
こ
と
な
ど
、

J
A
自
己
改
革
の
取
組
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
3
年
度
事
業
に
つ
い
て
「
J
A
が
地
域
農
業
・
組
合
員
生
活
を
支
え
る
組
織
と
し
て
将
来

に
わ
た
り
存
続
す
る
た
め
「
持
続
可
能
な
J
A
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
」
に
向
け
経
営
改
善

３
ヵ
年
計
画
の
実
践
に
よ
る
持
続
的
な
収
益
構
造
の
構
築
や
、
令
和
７
年
４
月
１
日
を
目
標
と

定
め
た
広
域
合
併
に
向
け
「
自
己
改
革
の
実
現
」「
事
業
機
能
の
強
化
」
に
つ
い
て
取
組
む
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　
議
事
進
行
に
あ
た
り
、
梨
木
修
一
総
代
（
蝶
屋
地
区
）
を
議
長
に
選
任
し
、
令
和
２
年
度
事
業

報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
、
令
和
３
年
度
事
業
計
画
の
策
定
等
、
全
４
議
案
の
審
議
が
全
て
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
決
算
の
内
容
は
事
業
総
利
益
11
億
８
２
８
５
万
円
、
経
常
利
益
２
億
３
０
３
９

万
円
、
当
期
未
処
分
剰
余
金
は
３
億
１
３
６
４
万
円
で
す
。

第
14
回
通
常
総
代
会

審
議
事
項

第
1
号
議
案
　
第
14
年
度
（
令
和
2
年
度
）
事
業
報
告
及
び
剰
余
金

　
　
　
　
　
処
分
案
承
認
の
件

第
2
号
議
案
　
第
15
年
度
（
令
和
3
年
度
）
事
業
計
画
の
件

第
3
号
議
案
　
共
済
規
程
変
更
の
件

第
4
号
議
案
　
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

報
告
事
項

1
　
第
14
年
度（
令
和
2
年
度
）貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
、注
記
表
、

付
属
明
細
書
及
び
に
独
立
監
査
法
人
及
び
監
事
の
監
査
報
告
書

に
つ
い
て

2
　「
J
A
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更
に
つ
い
て

3
　
加
賀
地
区
の
広
域
合
併
に
つ
い
て

4
　（
有
）
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
　
令
和
2
年
度
事
業
報
告
及
び

令
和
3
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

農
業
奨
励
賞

農
業
功
労
賞

生
産
部
門

令和２年度表彰

戸
田
　
光
夫

農
業
奨
励
賞

永
年
勤
続
職
員
表
彰

東
野
　
　
薫

上
田
　
武
夫

第
14
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

　
総
代
会
に
先
立
ち
、
６
月
10
日
よ
り
12
日
ま
で
、
管
内
の
全
５
会
場

に
て
支
店
地
区
別
議
案
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
支
店
地
区
別
議
案
説
明
会
で
い
た
だ
い
た
主
な
ご
意
見
・
ご
質
問

を
一
部
抜
粋
し
、
次
ペ
ー
ジ
よ
り
ご
案
内
し
ま
す
。

支
店
地
区
別
議
案
説
明
会

担
い
手
部
門

有
限
会
社 

ア
グ
リ
に
し
だ

代
表
取
締
役

  

西
田
　
英
次

30
年
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◆
合
併
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
１
　
加
賀
地
区
６
J
A
の
合
併
目
標
期
日
が
令
和
７
年

４
月
１
日
と
あ
る
が
、
実
現
可
能
と
思
わ
れ
て
い
る

の
か
。（
蝶
屋
支
店
）

回
答
１
　
令
和
２
年
度
の
決
算
は
６
Ｊ
Ａ
と
も
前
年
度
よ
り

悪
化
し
、
令
和
３
年
度
計
画
は
更
に
マ
イ
ナ
ス
の
計
画

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
各
Ｊ
Ａ

に
お
い
て
今
後
、
合
併
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
く
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
総
合
事
業
を
展
開
す
る
Ｊ
Ａ
は

各
事
業
運
営
に
お
い
て
専
門
性
の
高
い
人
材
の
確
保
や

業
務
の
効
率
性
等
に
よ
り
事
業
運
営
能
力
を
高
め
競
争

力
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
が
深

ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
現
在
、
合
併
に
向
け
て
各
Ｊ
Ａ
が
経
営
改
善
を
進
め

て
お
り
、
こ
れ
の
進
展
も
実
現
に
繋
が
る
と
見
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
合

併
の
意
識
を
さ
ら
に
高
め
目

標
期
日
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。

質
問
２
　
６
Ｊ
Ａ
の
合
併
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
よ
り
正
組
合
員
が

減
少
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。（
つ
る
ぎ
支
店
）

回
答
２
　
合
併
に
向
け
て
の
協
議
で
は
、
当
Ｊ
Ａ
の
強
い

意
見
と
し
て
合
併
時
の
施
設
は
当
分
の
間
減
ら
さ
な
い

こ
と
を
提
言
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
合
併
ま
で

に
経
営
改
善
計
画
を
着
実
に
実
行
し
、合
併
後
、当
Ｊ
Ａ

の
組
合
員
が
不
利
益
を
受
け
な
い
よ
う
施
設
整
備
の

実
施
及
び
内
部
留
保
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
　
ま
た
、
世
代
交
代
が
進
み
准
組
合
員
が
増
加
し
て

い
く
な
か
で
、
時
代
環
境
に
適
合
す
る
高
い
レ
ベ
ル
の

サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、Ｊ
Ａ

は
競
争
力
強
化
と
信
用
・
共
済
・
購
買
等
の
質
的
向
上

を
図
っ
て
い
く
事
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

質
問
３
　
合
併
の
目
標
時
期
が
令
和
７
年
と
先
延
ば
し
と

な
っ
た
が
、
一
番
障
害
と
な
っ
て
い
る
点
は
何
か
。

　
　（
大
神
支
店
）

回
答
３
　
各
農
協
の
決
算
・
経
営
計
画
の
内
容
を
見
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
農
協
で
は
、
ま
だ
慌
て
る
必
要
が
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
空
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

経
営
内
容
は
規
模
の
大
き
い
Ｊ
Ａ
ほ
ど
金
融
事
業
の

収
益
低
下
の
影
響
が
出
て
お
り
、
大
き
な
Ｊ
Ａ
で
も

危
機
感
が
高
ま
り
合
併
に
向
け
て
の
声
が
強
ま
っ
て

く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
中
規
模
農
協
に
つ
い
て
も

同
様
、
金
融
事
業
の
収
益
力
低
下
か
ら
よ
り
合
併
意
識

が
強
ま
る
と
考
え
ま
す
。

◆
組
合
員
と
の
ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て

質
問
４
　
組
合
員
と
の
つ
な
が
り
を
よ
り
強
化
し
て
欲
し
い
。

（
手
取
支
店
）

回
答
４
　
組
合
員
の
世
代
交
代
が
す
す
む
中
、
組
合
員
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
懸
念
し
て
お
り
、
今
年

度
よ
り
月
に
１
度
、
土
曜
日
を
「
ふ
れ
あ
い
訪
問
日
」

と
し
て
組
合
員
宅
に
訪
問
し
、Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意
見

等
を
伺
う
機
会
と
し
ま
す
。

質
問
５
　
本
日
の
説
明
会
で
も
65
才
あ
る
い
は
70
才
以
上
の

人
の
参
加
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
30
・
40
・
50
歳
代
の

人
が
こ
の
場
に
き
て
地
域
農
業
の
将
来
的
な
話
が
出

来
る
よ
う
農
家
の
若
返
り
に
な
る
人
材
の
育
成
及
び

補
助
事
業
を
希
望
す
る
。（
蝶
屋
支
店
）

回
答
５
　
農
業
政
策
は
国
が
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
現
状
打
破

に
は
更
な
る
全
国
規
模
で
の
要
請
活
動
が
必
要
で
す
。

若
手
就
農
者
が
少
な
く
日
本
農
業
の
将
来
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
中
、
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
就
農
者
が
増
加

す
る
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
農
政
活
動
に
引
き
続
き

取
組
み
ま
す
。

◆
事
業
計
画
に
つ
い
て

質
問
６
　
令
和
３
年
度
経
営
計
画
で
営
農
総
利
益
が
令
和

２
年
度
実
績
よ
り
３
千
２
百
万
円
増
加
と
な
っ
て
い
る

が
、
具
体
的
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。（
大
神

支
店
）

回
答
６
　
令
和
２
年
度
の
営
農
総
利
益
は
利
用
事
業
に
お
い

て
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
園
芸
販
売
高
及
び

米
の
集
荷
が
計
画
未
達
で
あ
っ
た
こ
と
及
び
育
苗
セ
ン

タ
ー
の
統
合
に
関
し
当
初
計
画
に
無
い
費
用 

１
千

５
百
万
円
程
が
発
生
し
た
た
め
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

差
引
く
と
実
質
的
に
は
１
千
７
百
万
円
程
の
増
加
と
な

り
計
画
に
つ
い
て
は
米
の
集
荷
増
・
園
芸
取
扱
い
拡
大

に
よ
り
３
年
度
計
画
を
達
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
農
機
セ
ン
タ
ー
集
約
に
つ
い
て

質
問
７
　
近
年
、
業
務
の
効
率
化
と
の
理
由
に
よ
り
本
店
へ

施
設
等
が
集
約
さ
れ
地
域
サ
ー
ビ
ス
に
格
差
が
生
じ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
組
合
員
は
、
利
益
を
追
求
し

多
く
の
配
当
金
を
望
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
組
合
員

に
寄
り
添
う
Ｊ
Ａ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
不
満
を
感
じ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。（
手
取
支
店
）

質
問
８
　
大
型
農
家
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
優
先
し
、
小

規
模
農
家
の
意
向
に
沿
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

地
域
の
活
性
化
・
農
業
振
興
に
繋
げ
る
た
め
に
は
、

赤
字
で
も
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
手
取
支
店
）

回
答
７
・
８
　
農
機
セ
ン
タ
ー
の
集
約
は
平
成
19
年
の
３

Ｊ
Ａ
合
併
基
本
方
針
で
承
認
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

平
成
29
年
度
の
蝶
屋
農
機
セ
ン
タ
ー
に
続
き
令
和
４
年

度
中
に
手
取
農
機
セ
ン
タ
ー
の
整
備
機
能
を
本
店
に

集
約
す
る
計
画
で
す
。

　
　
　
近
年
、
大
豆
、
麦
の
生
産
拡
大
に
伴
い
１
年
を
通

し
て
大
型
農
機
の
整
備
点
検
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
農
機
の
効
率
的
整
備
に
は
集
約
に
よ
る
技
術
の
共

有
・
伝
承
、
協
力
体
制
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
り
作
業

の
安
全
性
確
保
の
面
か
ら
も
常
時
複
数
整
備
士
の
作
業

体
制
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
が
進
め

る
働
き
方
改
革
や
繁
忙
期
の
長
時
間
労
働
の
規
制
、

年
５
日
以
上
の
有
給
休
暇
付
与
も
義
務
化
さ
れ
る
等
、

整
備
士
の
労
務
管
理
面
で
も
集
約
化
が
必
要
で
す
。

令
和
４
年
度
中
の
集
約
後
も
農
繁
期
に
は
組
合
員
に

不
便
を
か
け
な
い
よ
う
、
小
農
具
の
点
検
実
施
や
代
替

機
の
設
置
、
技
術
者
を
必
要
に
よ
り
常
駐
す
る
等
、

柔
軟
な
体
制
で
対
処
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
育
苗
事
業
に
つ
い
て

質
問
９
　
今
年
の
出
芽
苗
や
硬
化
苗
に
生
育
不
足
（
ム
ラ
）

が
生
じ
て
田
植
え
時
に
苗
不
足
が
発
生
し
、Ｊ
Ａ
の
予

備
苗
の
用
意
も
少
な
か
っ
た
。
来
年
度
は
、
そ
の
よ
う

な
事
が
生
じ
な
い
よ
う
対
応
し
て
欲
し
い
。（
手
取
支
店
）

回
答
９
　
新
し
い
シ
ス
テ
ム
で
の
育
苗
セ
ン
タ
ー
は
メ
ー

カ
ー
の
十
分
な
指
導
管
理
の
も
と
で
稼
働
し
ま
し
た

が
、
初
め
て
の
こ
と
も
あ
り
一
部
の
苗
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
点
に
つ
い
て
は
反
省
し
、
来
年
度
は
更
に

良
品
の
苗
供
給
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
苗
ム
ラ
の
主
要
な
要
因
は
、
ハ
ウ
ス
生
育
中
の
天
候

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
推
測
し
て
お
り
ま
す
が
、

原
因
の
特
定
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、今
後
、全
農
、メ
ー

カ
ー
、
石
川
農
林
と
も
協
議
し
来
年
度
へ
の
課
題
と

し
て
対
処
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆
店
舗
機
能
に
つ
い
て

質
問
10
　
店
舗
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
再
編
に
つ
い
て
、
大
神
支
店
は

令
和
４
年
度
検
討
実
施
予
定
、
店
舗
機
能
縮
小
と
あ
る

が
具
体
的
に
ど
う
い
う
事
か
。（
大
神
支
店
）

回
答
10
　
金
融
事
業
の
収
益
が
減
少
し
て
い
る
中
、
事
業

改
革
・
コ
ス
ト
削
減
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
Ｊ
Ａ
経
営
改
善
に
お
い
て
上
部
組
織
か
ら
経
営
改
善

方
針
が
出
さ
れ
て
お
り
、
金
融
事
業
改
善
策
で
は
、

貯
金
高
の
小
さ
い
店
舗
に
つ
い
て
店
舗
機
能
の
縮
小
、

場
合
に
よ
っ
て
は
廃
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
神
支
店

は
１
０
０
億
円
未
満
の
店
舗
で
あ
る
た
め
店
舗
機
能
の

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
経
営
改
善
方
針
で
利
用
度
の
低
い
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、

移
転
又
は
廃
止
に
よ
り
コ
ス
ト
削
減
が
求
め
ら
れ
る

た
め
、
河
内
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
や
農
産
物
加
工
セ
ン

タ
ー
を
検
討
の
対
象
と
し
ま
し
た
。

◆
小
規
模
支
店
の
今
後
に
つ
い
て

質
問
11
　
白
峰
支
店
の
現
状
が
厳
し
い
な
か
、
こ
の
支
店
が

末
永
く
存
続
す
る
為
に
我
々
も
協
力
、
利
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、Ｊ
Ａ
も
支
店
存
続
に
向
け
て
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。（
白
峰
支
店
）

回
答
11
　
白
峰
支
店
は
こ
の
地
区
で
の
重
要
な
生
活
の
拠

点
で
あ
り
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
支
店
で
あ
る
こ
と
を

事
業
面
と
利
用
実
態
で
示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
為
に
は
、
金
融
、
共
済
中
心
の
店
舗
と
し
て
の

利
用
の
み
な
ら
ず
生
活
購
買
品
の
幅
広
い
利
用
と
当
地

区
に
あ
る
加
工
品
の
生
産
品
を
直
売
所
に
出
品
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
地
域
の
活
力
に
も
繋
が
っ
て

い
き
ま
す
。
白
峰
支
店
の
活
性
化
に
向
け
て
知
恵
を

出
し
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

支
店
地
区
別
議
案
説
明
会
に
お
け
る
主
な
ご
質
問
・
ご
意
見
な
ど
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◆
合
併
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
１
　
加
賀
地
区
６
J
A
の
合
併
目
標
期
日
が
令
和
７
年

４
月
１
日
と
あ
る
が
、
実
現
可
能
と
思
わ
れ
て
い
る

の
か
。（
蝶
屋
支
店
）

回
答
１
　
令
和
２
年
度
の
決
算
は
６
Ｊ
Ａ
と
も
前
年
度
よ
り

悪
化
し
、
令
和
３
年
度
計
画
は
更
に
マ
イ
ナ
ス
の
計
画

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
各
Ｊ
Ａ

に
お
い
て
今
後
、
合
併
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
く
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
総
合
事
業
を
展
開
す
る
Ｊ
Ａ
は

各
事
業
運
営
に
お
い
て
専
門
性
の
高
い
人
材
の
確
保
や

業
務
の
効
率
性
等
に
よ
り
事
業
運
営
能
力
を
高
め
競
争

力
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
が
深

ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
現
在
、
合
併
に
向
け
て
各
Ｊ
Ａ
が
経
営
改
善
を
進
め

て
お
り
、
こ
れ
の
進
展
も
実
現
に
繋
が
る
と
見
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
合

併
の
意
識
を
さ
ら
に
高
め
目

標
期
日
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。

質
問
２
　
６
Ｊ
Ａ
の
合
併
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
よ
り
正
組
合
員
が

減
少
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。（
つ
る
ぎ
支
店
）

回
答
２
　
合
併
に
向
け
て
の
協
議
で
は
、
当
Ｊ
Ａ
の
強
い

意
見
と
し
て
合
併
時
の
施
設
は
当
分
の
間
減
ら
さ
な
い

こ
と
を
提
言
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
合
併
ま
で

に
経
営
改
善
計
画
を
着
実
に
実
行
し
、合
併
後
、当
Ｊ
Ａ

の
組
合
員
が
不
利
益
を
受
け
な
い
よ
う
施
設
整
備
の

実
施
及
び
内
部
留
保
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
　
ま
た
、
世
代
交
代
が
進
み
准
組
合
員
が
増
加
し
て

い
く
な
か
で
、
時
代
環
境
に
適
合
す
る
高
い
レ
ベ
ル
の

サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、Ｊ
Ａ

は
競
争
力
強
化
と
信
用
・
共
済
・
購
買
等
の
質
的
向
上

を
図
っ
て
い
く
事
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

質
問
３
　
合
併
の
目
標
時
期
が
令
和
７
年
と
先
延
ば
し
と

な
っ
た
が
、
一
番
障
害
と
な
っ
て
い
る
点
は
何
か
。

　
　（
大
神
支
店
）

回
答
３
　
各
農
協
の
決
算
・
経
営
計
画
の
内
容
を
見
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
農
協
で
は
、
ま
だ
慌
て
る
必
要
が
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
空
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

経
営
内
容
は
規
模
の
大
き
い
Ｊ
Ａ
ほ
ど
金
融
事
業
の

収
益
低
下
の
影
響
が
出
て
お
り
、
大
き
な
Ｊ
Ａ
で
も

危
機
感
が
高
ま
り
合
併
に
向
け
て
の
声
が
強
ま
っ
て

く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
中
規
模
農
協
に
つ
い
て
も

同
様
、
金
融
事
業
の
収
益
力
低
下
か
ら
よ
り
合
併
意
識

が
強
ま
る
と
考
え
ま
す
。

◆
組
合
員
と
の
ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て

質
問
４
　
組
合
員
と
の
つ
な
が
り
を
よ
り
強
化
し
て
欲
し
い
。

（
手
取
支
店
）

回
答
４
　
組
合
員
の
世
代
交
代
が
す
す
む
中
、
組
合
員
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
懸
念
し
て
お
り
、
今
年

度
よ
り
月
に
１
度
、
土
曜
日
を
「
ふ
れ
あ
い
訪
問
日
」

と
し
て
組
合
員
宅
に
訪
問
し
、Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意
見

等
を
伺
う
機
会
と
し
ま
す
。

質
問
５
　
本
日
の
説
明
会
で
も
65
才
あ
る
い
は
70
才
以
上
の

人
の
参
加
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
30
・
40
・
50
歳
代
の

人
が
こ
の
場
に
き
て
地
域
農
業
の
将
来
的
な
話
が
出

来
る
よ
う
農
家
の
若
返
り
に
な
る
人
材
の
育
成
及
び

補
助
事
業
を
希
望
す
る
。（
蝶
屋
支
店
）

回
答
５
　
農
業
政
策
は
国
が
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
現
状
打
破

に
は
更
な
る
全
国
規
模
で
の
要
請
活
動
が
必
要
で
す
。

若
手
就
農
者
が
少
な
く
日
本
農
業
の
将
来
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
中
、
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
就
農
者
が
増
加

す
る
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
農
政
活
動
に
引
き
続
き

取
組
み
ま
す
。

◆
事
業
計
画
に
つ
い
て

質
問
６
　
令
和
３
年
度
経
営
計
画
で
営
農
総
利
益
が
令
和

２
年
度
実
績
よ
り
３
千
２
百
万
円
増
加
と
な
っ
て
い
る

が
、
具
体
的
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。（
大
神

支
店
）

回
答
６
　
令
和
２
年
度
の
営
農
総
利
益
は
利
用
事
業
に
お
い

て
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
園
芸
販
売
高
及
び

米
の
集
荷
が
計
画
未
達
で
あ
っ
た
こ
と
及
び
育
苗
セ
ン

タ
ー
の
統
合
に
関
し
当
初
計
画
に
無
い
費
用 

１
千

５
百
万
円
程
が
発
生
し
た
た
め
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

差
引
く
と
実
質
的
に
は
１
千
７
百
万
円
程
の
増
加
と
な

り
計
画
に
つ
い
て
は
米
の
集
荷
増
・
園
芸
取
扱
い
拡
大

に
よ
り
３
年
度
計
画
を
達
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
農
機
セ
ン
タ
ー
集
約
に
つ
い
て

質
問
７
　
近
年
、
業
務
の
効
率
化
と
の
理
由
に
よ
り
本
店
へ

施
設
等
が
集
約
さ
れ
地
域
サ
ー
ビ
ス
に
格
差
が
生
じ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
組
合
員
は
、
利
益
を
追
求
し

多
く
の
配
当
金
を
望
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
組
合
員

に
寄
り
添
う
Ｊ
Ａ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
不
満
を
感
じ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。（
手
取
支
店
）

質
問
８
　
大
型
農
家
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
優
先
し
、
小

規
模
農
家
の
意
向
に
沿
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

地
域
の
活
性
化
・
農
業
振
興
に
繋
げ
る
た
め
に
は
、

赤
字
で
も
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
手
取
支
店
）

回
答
７
・
８
　
農
機
セ
ン
タ
ー
の
集
約
は
平
成
19
年
の
３

Ｊ
Ａ
合
併
基
本
方
針
で
承
認
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

平
成
29
年
度
の
蝶
屋
農
機
セ
ン
タ
ー
に
続
き
令
和
４
年

度
中
に
手
取
農
機
セ
ン
タ
ー
の
整
備
機
能
を
本
店
に

集
約
す
る
計
画
で
す
。

　
　
　
近
年
、
大
豆
、
麦
の
生
産
拡
大
に
伴
い
１
年
を
通

し
て
大
型
農
機
の
整
備
点
検
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
農
機
の
効
率
的
整
備
に
は
集
約
に
よ
る
技
術
の
共

有
・
伝
承
、
協
力
体
制
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
り
作
業

の
安
全
性
確
保
の
面
か
ら
も
常
時
複
数
整
備
士
の
作
業

体
制
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
が
進
め

る
働
き
方
改
革
や
繁
忙
期
の
長
時
間
労
働
の
規
制
、

年
５
日
以
上
の
有
給
休
暇
付
与
も
義
務
化
さ
れ
る
等
、

整
備
士
の
労
務
管
理
面
で
も
集
約
化
が
必
要
で
す
。

令
和
４
年
度
中
の
集
約
後
も
農
繁
期
に
は
組
合
員
に

不
便
を
か
け
な
い
よ
う
、
小
農
具
の
点
検
実
施
や
代
替

機
の
設
置
、
技
術
者
を
必
要
に
よ
り
常
駐
す
る
等
、

柔
軟
な
体
制
で
対
処
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
育
苗
事
業
に
つ
い
て

質
問
９
　
今
年
の
出
芽
苗
や
硬
化
苗
に
生
育
不
足
（
ム
ラ
）

が
生
じ
て
田
植
え
時
に
苗
不
足
が
発
生
し
、Ｊ
Ａ
の
予

備
苗
の
用
意
も
少
な
か
っ
た
。
来
年
度
は
、
そ
の
よ
う

な
事
が
生
じ
な
い
よ
う
対
応
し
て
欲
し
い
。（
手
取
支
店
）

回
答
９
　
新
し
い
シ
ス
テ
ム
で
の
育
苗
セ
ン
タ
ー
は
メ
ー

カ
ー
の
十
分
な
指
導
管
理
の
も
と
で
稼
働
し
ま
し
た

が
、
初
め
て
の
こ
と
も
あ
り
一
部
の
苗
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
点
に
つ
い
て
は
反
省
し
、
来
年
度
は
更
に

良
品
の
苗
供
給
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
苗
ム
ラ
の
主
要
な
要
因
は
、
ハ
ウ
ス
生
育
中
の
天
候

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
推
測
し
て
お
り
ま
す
が
、

原
因
の
特
定
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、今
後
、全
農
、メ
ー

カ
ー
、
石
川
農
林
と
も
協
議
し
来
年
度
へ
の
課
題
と

し
て
対
処
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆
店
舗
機
能
に
つ
い
て

質
問
10
　
店
舗
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
再
編
に
つ
い
て
、
大
神
支
店
は

令
和
４
年
度
検
討
実
施
予
定
、
店
舗
機
能
縮
小
と
あ
る

が
具
体
的
に
ど
う
い
う
事
か
。（
大
神
支
店
）

回
答
10
　
金
融
事
業
の
収
益
が
減
少
し
て
い
る
中
、
事
業

改
革
・
コ
ス
ト
削
減
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
Ｊ
Ａ
経
営
改
善
に
お
い
て
上
部
組
織
か
ら
経
営
改
善

方
針
が
出
さ
れ
て
お
り
、
金
融
事
業
改
善
策
で
は
、

貯
金
高
の
小
さ
い
店
舗
に
つ
い
て
店
舗
機
能
の
縮
小
、

場
合
に
よ
っ
て
は
廃
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
神
支
店

は
１
０
０
億
円
未
満
の
店
舗
で
あ
る
た
め
店
舗
機
能
の

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
経
営
改
善
方
針
で
利
用
度
の
低
い
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、

移
転
又
は
廃
止
に
よ
り
コ
ス
ト
削
減
が
求
め
ら
れ
る

た
め
、
河
内
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
や
農
産
物
加
工
セ
ン

タ
ー
を
検
討
の
対
象
と
し
ま
し
た
。

◆
小
規
模
支
店
の
今
後
に
つ
い
て

質
問
11
　
白
峰
支
店
の
現
状
が
厳
し
い
な
か
、
こ
の
支
店
が

末
永
く
存
続
す
る
為
に
我
々
も
協
力
、
利
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、Ｊ
Ａ
も
支
店
存
続
に
向
け
て
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。（
白
峰
支
店
）

回
答
11
　
白
峰
支
店
は
こ
の
地
区
で
の
重
要
な
生
活
の
拠

点
で
あ
り
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
支
店
で
あ
る
こ
と
を

事
業
面
と
利
用
実
態
で
示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
為
に
は
、
金
融
、
共
済
中
心
の
店
舗
と
し
て
の

利
用
の
み
な
ら
ず
生
活
購
買
品
の
幅
広
い
利
用
と
当
地

区
に
あ
る
加
工
品
の
生
産
品
を
直
売
所
に
出
品
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
地
域
の
活
力
に
も
繋
が
っ
て

い
き
ま
す
。
白
峰
支
店
の
活
性
化
に
向
け
て
知
恵
を

出
し
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

支
店
地
区
別
議
案
説
明
会
に
お
け
る
主
な
ご
質
問
・
ご
意
見
な
ど
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事業分量配当の項目 計算基礎および率 配当金額
①組合員の貯金平均残高
　※当座性及び定期性

平均残高合計10万円以上に
対し0.015％の割合 5,732,329円

②組合員の年金または給与振込先指定
　※両方指定の場合１先とする １先に対し1,000円 2,681,000円

③組合員の貸出金平均残高（当座貸越
及び無利息貸出金を除く）

平均残高合計1,000万円以上に
対し0.02％の割合 820,729円

④組合員の共済掛金（長期及び自動車） 共済掛金合計１万円以上に対し
0.35％の割合 7,003,982円

⑤組合員のJAへの米出荷量 出荷１俵に対し100円の割合 5,699,600円

⑥組合員のJAへの種子出荷量 出荷１kgに対し2.5円の割合 737,926円

⑦組合員の肥料・農薬の供給高
　※供給高10万円未満、土づくり肥料
　　及び代金決済供給品は除く

供給高に対し1.0％の割合 1,854,943円

営農だより 

秋
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
栽
培
講
習
会

　
６
月
25
日
、Ｊ
Ａ
白
山
本
店
研
修
室
に
て
秋
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栽
培
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
Ｊ
Ａ
白
山
営
農
部
お
よ
び
県
農
林

事
務
所
の
担
当
者
よ
り
秋
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
栽
培
管
理

に
お
け
る
注
意
点
に
つ
い
て
、
ま
た
種
苗
メ
ー
カ
ー

担
当
者
よ
り
新
た
に
導
入
さ
れ
る
品
種
の
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
の
説
明
が
あ
り
、
参
加
し
た
部
会
員
は
秋
の

栽
培
に
向
け
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
Ｊ
Ａ
白
山
の
園
芸
重
点
品
目

の
中
で
も
最
大
の
作
付
面
積
（
28
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

と
な
り
、
年
間
で
４
千
５
百
万
円
の
出
荷
額
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

春
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　出
荷
最
盛
期
を
迎
え
る

　
５
月
下
旬
よ
り
管
内
の
各
圃
場
で
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

の
収
穫
が
始
ま
り
、
６
月
に
出
荷
の
最
盛
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　
井
口
野
菜
集
出
荷
施
設
に
は
連
日
多
く
の
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
が
集
荷
さ
れ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
に
よ
り

一
つ
一
つ
吟
味
し
、
選
別
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
に
入
れ
ら
れ
、
鮮
度
を
保
つ

た
め
氷
を
詰
め
て
出
荷
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
県
内
の

市
場
の
ほ
か
、
関
西
方
面
の
市
場
へ
も
出
荷
さ
れ

ま
し
た
。

　
春
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
出
荷
は
７
月
中
旬
ま
で
続
き

ま
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

水
管
理
・
溝
切
り
講
習
会 

開
催

　
６
月
４
日
、
白
山
石
川
営
農
推
進
協
議
会
に
よ
る
、

水
の
管
理
と
溝
切
り
の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
年
実
際
の
圃
場
で
の
講
習
会
と
な
り
ま
す
が
、

今
年
は
あ
い
に
く
の
悪
天
候
と
な
り
、
本
店
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
梅
雨
時
期
の
水
管
理
や

中
干
し
の
適
時
実
施
を
呼
び

か
け
、
農
機
メ
ー
カ
ー
担
当

者
に
よ
る
溝
切
り
機
の
説
明

も
行
わ
れ
参
加
者
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

所得
 増大

生産
 拡大

第
３
回
理
事
会

日
時
／
令
和
３
年
６
月
23
日（
水
） 

午
後
１
時
30
分
〜

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
２
年
度
期
末
監
事
監
査
指

摘
事
項
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
行
政
庁
に
提
出
す
る
第
14
年
度

業
務
報
告
書
の
承
認
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
出
資
口
数
の
変
動
に
つ
い
て

審
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
和
３
年
５
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
支
店
地
区
別
議
案
説
明
会
に
お
け
る
主
な

意
見
質
問
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

３
　
令
和
３
年
度
監
事
監
査
計
画
に
つ
い
て

４
　
会
計
監
査
人
の
再
任
に
つ
い
て

５
　
J
A
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
J
A
財

務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
に
つ
い
て

６
　
そ
の
他

　 理
事
会
だ
よ
り

第14年度（令和２年度）剰余金処分
令和２年度の剰余金処分額は 198,020,600円です。
うち、出資配当金および事業分量配当金の割合は以下のとおりです。

出資配当は昨年同様 年1.5％の割合です。

事業分量配当は以下の通りです。

● 出資配当金　　　23,490,091円

● 事業分量配当金　24,530,509円
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事業分量配当の項目 計算基礎および率 配当金額
①組合員の貯金平均残高
　※当座性及び定期性

平均残高合計10万円以上に
対し0.015％の割合 5,732,329円

②組合員の年金または給与振込先指定
　※両方指定の場合１先とする １先に対し1,000円 2,681,000円

③組合員の貸出金平均残高（当座貸越
及び無利息貸出金を除く）

平均残高合計1,000万円以上に
対し0.02％の割合 820,729円

④組合員の共済掛金（長期及び自動車） 共済掛金合計１万円以上に対し
0.35％の割合 7,003,982円

⑤組合員のJAへの米出荷量 出荷１俵に対し100円の割合 5,699,600円

⑥組合員のJAへの種子出荷量 出荷１kgに対し2.5円の割合 737,926円

⑦組合員の肥料・農薬の供給高
　※供給高10万円未満、土づくり肥料
　　及び代金決済供給品は除く

供給高に対し1.0％の割合 1,854,943円

営農だより 

秋
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
栽
培
講
習
会

　
６
月
25
日
、Ｊ
Ａ
白
山
本
店
研
修
室
に
て
秋
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栽
培
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
Ｊ
Ａ
白
山
営
農
部
お
よ
び
県
農
林

事
務
所
の
担
当
者
よ
り
秋
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
栽
培
管
理

に
お
け
る
注
意
点
に
つ
い
て
、
ま
た
種
苗
メ
ー
カ
ー

担
当
者
よ
り
新
た
に
導
入
さ
れ
る
品
種
の
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
の
説
明
が
あ
り
、
参
加
し
た
部
会
員
は
秋
の

栽
培
に
向
け
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
Ｊ
Ａ
白
山
の
園
芸
重
点
品
目

の
中
で
も
最
大
の
作
付
面
積
（
28
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

と
な
り
、
年
間
で
４
千
５
百
万
円
の
出
荷
額
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

春
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　出
荷
最
盛
期
を
迎
え
る

　
５
月
下
旬
よ
り
管
内
の
各
圃
場
で
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

の
収
穫
が
始
ま
り
、
６
月
に
出
荷
の
最
盛
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　
井
口
野
菜
集
出
荷
施
設
に
は
連
日
多
く
の
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
が
集
荷
さ
れ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
に
よ
り

一
つ
一
つ
吟
味
し
、
選
別
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
に
入
れ
ら
れ
、
鮮
度
を
保
つ

た
め
氷
を
詰
め
て
出
荷
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
県
内
の

市
場
の
ほ
か
、
関
西
方
面
の
市
場
へ
も
出
荷
さ
れ

ま
し
た
。

　
春
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
出
荷
は
７
月
中
旬
ま
で
続
き

ま
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

水
管
理
・
溝
切
り
講
習
会 

開
催

　
６
月
４
日
、
白
山
石
川
営
農
推
進
協
議
会
に
よ
る
、

水
の
管
理
と
溝
切
り
の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
年
実
際
の
圃
場
で
の
講
習
会
と
な
り
ま
す
が
、

今
年
は
あ
い
に
く
の
悪
天
候
と
な
り
、
本
店
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
梅
雨
時
期
の
水
管
理
や

中
干
し
の
適
時
実
施
を
呼
び

か
け
、
農
機
メ
ー
カ
ー
担
当

者
に
よ
る
溝
切
り
機
の
説
明

も
行
わ
れ
参
加
者
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

所得
 増大

生産
 拡大

第
３
回
理
事
会

日
時
／
令
和
３
年
６
月
23
日（
水
） 

午
後
１
時
30
分
〜

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
２
年
度
期
末
監
事
監
査
指

摘
事
項
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
行
政
庁
に
提
出
す
る
第
14
年
度

業
務
報
告
書
の
承
認
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
出
資
口
数
の
変
動
に
つ
い
て

審
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
和
３
年
５
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
支
店
地
区
別
議
案
説
明
会
に
お
け
る
主
な

意
見
質
問
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

３
　
令
和
３
年
度
監
事
監
査
計
画
に
つ
い
て

４
　
会
計
監
査
人
の
再
任
に
つ
い
て

５
　
J
A
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
J
A
財

務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
に
つ
い
て

６
　
そ
の
他

　 理
事
会
だ
よ
り

第14年度（令和２年度）剰余金処分
令和２年度の剰余金処分額は 198,020,600円です。
うち、出資配当金および事業分量配当金の割合は以下のとおりです。

出資配当は昨年同様 年1.5％の割合です。

事業分量配当は以下の通りです。

● 出資配当金　　　23,490,091円

● 事業分量配当金　24,530,509円
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　青
壮
年
部

地域
 活性
地域
 活性　

６
月
３
日
、
あ
い
わ
こ
ど
も
園
年
少
組
の
園
児

27
名
が
、
こ
ど
も
園
駐
車
場
内
の
畑
で
さ
つ
ま
い
も

の
定
植
を
行
い
ま
し
た
。

　
毎
年
林
支
部
で
行
っ
て
い
る
食
農
教
育
の
一
環

で
、
今
年
は
安
納
芋
・
紅
は
る
か
・
金
時
の
３
種
類

の
苗
を
準
備
、
園
児
た
ち
は
手
を
泥
だ
ら
け
に
し
な

が
ら
も
苗
に
土
を
被
せ
、「
大
き
く
な
あ
れ
」
と
声

を
か
け
て
作
業
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
定
植
し
た
さ
つ
ま
い
も
は
10
月
上
旬
に
収
穫
を

行
い
、焼
き
芋
な
ど
に
し
て
皆
で
食
べ
る
予
定
で
す
。

林
支
部

 

あ
い
わ
こ
ど
も
園
で
さ
つ
ま
い
も
定
植

　
６
月
７
日
、
鶴
来
第
二
幼
稚
園
の
４
歳
児
70
人
が
、

ク
レ
イ
ン
プ
ー
ル
横
の
圃
場
で
ひ
ま
わ
り
の
定
植

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
農
事
組
合
法
人
　
北
辰
農
産
よ
り
約
17

ア
ー
ル
の
圃
場
を
借
り
、
合
計
3
0
0
0
本
の
ひ
ま

わ
り
の
定
植
を
行
う
計
画
で
、
そ
の
う
ち
1
5
0
本

分
の
苗
が
園
児
た
ち
に
よ
り
定
植
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
裸
足
に
な
り
広
い
圃
場
に
順
序
良
く

整
列
し
、
舘
畑
支
部
長
　
山
下
さ
ん
や
舘
畑
支
部

盟
友
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
丁
寧
に
定
植
を
行
い

ま
し
た
。

舘
畑
支
部

 

鶴
来
第
二
幼
稚
園
ひ
ま
わ
り
定
植

営
農
部
職
員
が
プ
ラ
ン
タ
ー
で
の

　
野
菜
栽
培
を
始
め
ま
し
た

　
営
農
部
の
職
員
が
プ
ラ
ン
タ
ー
を
用
い
て
ト
マ
ト
、

ナ
ス
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
試
験
的
に
タ
イ
マ
ー
を
用
い
た
水
の
自
動

散
布
装
置
を
設
置
し
、
省
力
化
や
生
育
状
況
、
ま
た

費
用
面
に
つ
い
て
調
査
し
、
効
果
が
実
証
さ
れ
れ
ば

生
産
者
に
ご
提
案
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
始
め
た
も
の

で
す
。

　
収
穫
し
た
野
菜
は
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
に
出
荷
を

行
い
ま
す
。

地域
 活性
地域
 活性

営農だより 

白
山
石
川
営
農
推
進
委
員
会

通
常
総
会

　
６
月
17
日
、Ｊ
Ａ
白
山
本
店
に
て
「
白
山
石
川

営
農
推
進
委
員
会 

通
常
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、「
白
山
」「
松
任
」「
の
の
い
ち
」
の

３
J
A
と
白
山
市
・
野
々
市
市
お
よ
び
石
川
県
農
業

共
済
組
合
で
組
織
さ
れ
、
管
内
農
業
の
生
産
振
興

と
品
質
向
上
図
る
た
め
、
相
互
の
生
産
技
術
指
導

や
情
報
提
供
を
目
的
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
長
を
務
め
る
J
A
白
山
竹
内
組
合
長
の
挨
拶

で
開
会
し
、
事
務
局
よ
り
令
和
２
年
度
の
事
業
報
告

の
後
、
令
和
３
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
「
土
づ

く
り
に
よ
る
収
量
の
安
定
化
」「
高
温
登
熟
対
策
」

「
２
年
３
作
体
系
お
よ
び
団
地
化
の
推
進
」「
園
芸

作
物
の
既
存
産
地
へ
の

支
援
増
加
や
新
規
栽
培

農
家
の
育
成
・
定
着
化
」

な
ど
の
事
業
方
針
を
掲

げ
、
全
議
案
可
決
承
認

さ
れ
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

所得
 増大

生産
 拡大

ナ
ス
部
会
出
荷
会
議

　
６
月
28
日
、Ｊ
Ａ
白
山
本
店
研
修
室
で
ナ
ス
部
会

に
よ
る
ナ
ス
の
出
荷
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
ナ
ス
部
会
の
会
員
と
市
場
関
係
者
も

出
席
し
、
ナ
ス
出
荷
に
か
か
る
現
在
の
生
育
状
況

の
確
認
や
注
意
点
の
共
有
の
ほ
か
、
市
場
関
係
者

か
ら
は
「
今
年
か
ら
新

た
な
出
荷
先
が
増
え
る

た
め
、
よ
り
一
層
の
出

荷
量
の
確
保
を
お
願
い

し
た
い
」
と
の
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ナ
ス
の
出
荷
は
７
月

１
日
頃
か
ら
始
ま
り
、

約
18
ト
ン
の
出
荷
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
除
草
剤
散
布

　
６
月
上
旬
、
農
事
組
合
法
人
井
口
グ
リ
ー
ン
ワ
ー

ク
ス
の
圃
場
で
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
除
草
剤
散
布

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
井
口
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク
ス
で
は
、
こ
れ
ま
で
背
負

型
の
動
力
散
布
機
や
乗
用
管
理
機
を
用
い
て
除
草

剤
の
散
布
作
業
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
度
よ
り
ド
ロ
ー

ン
を
導
入
し
、
代
表

の
北
村
さ
ん
は
「
管

理
機
で
圃
場
に
入
る

と
稲
を
倒
し
て
し
ま

う
心
配
が
あ
っ
た
が
、

ド
ロ
ー
ン
で
は
そ
の

心
配
が
な
く
な
っ
た
。

ま
た
作
業
時
間
も
短

縮
で
き
た
。」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

所得
 増大

生産
 拡大
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JA ホーム　W断熱 × プレウォール

家族団らんの時間はいつもあたたかい
　　　　　　　　断熱性能を高めて快適な暮らしを

高性能住宅を建てました。
私はJAのおすすめにより

～性能にこだわった長く快適に過ごせる住まい～

W断熱で暖かさが保たれ、プレウォール工法
で耐震性も確保した高性能住宅の紹介です。
窓にはアルゴンガス入りトリプルガラスを
使用し熱伝導率を抑えることで、さらに断熱
性の高い住宅となりました。LDKは白と木を
基調に、ブラックのインテリアや優しい
ミントカラーの壁がアクセントとなった
「大人ナチュラル」な雰囲気になっています。

１．ライトや手摺、キッチン背面壁
にはアクセントカラーを使用

２．タモの無垢材とスギ板張りの天
井でぬくもりと重厚感を演出

３．アーチ形になった入口が可愛ら
しいキッチン横のパントリー

４．団らんの場にはトリプルガラス
を使用し部屋はいつも暖かい

５．玄関に手洗いコーナーを設けて、
感染症対策もバッチリ

１１

２２

４４ ５５

３３

土地の売買
資産の有効活用は
土地の売買

資産の有効活用は
JA白山に

おまかせください！
JA白山に

おまかせください！
土地の活用や相続・税金など組合員の皆さまの
資産の保全・継承の支援をお手伝いします

専門家による
バックアップ体制も
万全です！

ポイント１

顧問税理士による無料相談会を毎月
開催しています。皆さま
のご質問に専門家が親切
にお答えします。

宅地建物取引業
としての経験も
十分です！

ポイント２

土地の売買、土地の賃貸の仲介はJA
白山にお任せ下さい。また、土地の
測量・造成・建物の建築、解体につ
きましても優良業者をご紹介します。

お問い合わせ先 つるぎ支店　076-272-1515
大 神 支 店　076-272-0620
蝶 屋 支 店　076-278-2315

手 取 支 店　076-255-5001
白 峰 支 店　076-259-2003
本店金融課　076-273-3131

ⓒよりぞう
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表紙の写真 第14回通常総代会

7 July 第
153号

July

7
第153号

2021

白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

JA白山
（@530vzuic）

AプランAプラン BプランBプラン特 集 第14回通常総代会

（令和３年５月末実績参考）

組合員数  6,963名（団体含）

貯金残高 75,650百万円

貸出金残高 13,771百万円

長期共済保有高 1,919億円

購買品供給高 415百万円

販売品取扱高 46百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所

令和３年７月21日㈬
令和３年８月25日㈬　
JA白山  本店

■ お問い合わせ・お申込先 本店総務課　嶋田
■ 顧問税理士 税理士 本田　英夫（㈱アーマス）

要予約

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

午前９時～12時（基本30分単位）

定期貯金の 選べる

キャンペーン期間 令和３年７月１日木～８月31日火令和３年７月１日木～８月31日火令和３年７月１日木～８月31日火令和３年７月１日木～８月31日火

×店頭金利

2020倍
（年）

新規お預入金額
50万円以上

預入期間
１年

新規お預入金額
100万円ごと

預入期間
３年

1,000円分の
ＪＡ商品券
プレゼント
安心・安全でおいしい食材がたくさん！
よらんかいねぇ広場など
JA直売所やAコープでご利用いただけます

（上限20,000円分）

注意事項
・利息には20.315%の税金がかかります。
・金利上乗せの適用は、当初預入期間のみの適用となります。自動継続後の適用
金利は、自動継続時の店頭表示金利となります。万が一、中途解約される場合、
当JA所定の中途解約利率を適用いたします。
・市場金利および経済情勢の変化により、適用利率を変更させていただく場合が
ございます。
・キャンペーン定期は、スーパー定期に限ります。

注意事項
・この定期貯金は原則として満期前に中途解約することはできません。満期前に
中途解約するときは、JA商品券またはJA商品券相当額をご返却頂きます。

・当キャンペーンは店頭金利にてお取組となります。
・商品券については一部お取扱いできない店舗がございます。
・キャンペーン定期は、スーパー定期貯金（複利型）に限ります。
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